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 は   じ   め  に 

 

 

 2025年の本県経済は、原材料価格等の上昇による影響などがみられたものの、持

ち直した１年でした。 

仕入価格の上昇に応じた販売価格への転嫁が進んだことなどから企業の収益は

改善し、通年で食料品の商品単価の上昇が続いたことなどから百貨店・スーパーの

販売額が増加するなど個人消費にも改善の動きがみられました。一方で、人件費や

原材料価格の上昇などを背景に、倒産件数が２年連続で100件を超え、生産におい

ては、年前半はおおむね横ばいで推移しましたが、年後半には、食料品工業におい

て、主食用米への作付転換による加工用米の不足の影響などから弱い動きがみられ

ました。 

 本書では、最初に日本経済の動向を概観した後、本県が公表している「新潟県の

経済動向」等の各種指標を基に、25年を中心とした本県経済の動きをみています。 

本書により、県経済の現況について関心、理解を深めていただき、県経済の更なる

発展のための議論に少しでもお役に立てれば幸いです。 

最後に、本書作成に当たり、資料の提供など御協力いただきました関係各位に厚く

お礼申し上げます。 

         

 

2026 年９月 
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